





(平成 22年 9 月 24日提出平成 22年 12月 7 日修正 )
要　旨





















































領域ほど計算メッシュが荒くなる設定で，領域 1は 1格子が 9 kmで格子数が x方向に 91格子，
y方向に 91格子，領域 2は 1格子が 3 kmで格子数が x方向に 91格子，y方向に 91格子，領域
3は 1格子が 1 kmで格子数が x方向に 121格子，y方向に 121格子である．鉛直方向は 35層
とり下端ほどメッシュが細かい．計算設定は標準実験および感度実験ともに降水スキームは雲
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図 1 数値実験で用いた計算領域と領域 3の地形図
水・雲氷も取り扱うものを適用し(Reisner et al. 1998)，境界層の乱流フラックスのパラメタライ
ズにはMRFスキーム (Hong and Pan 1996)を用い，積雲パラメタリゼーションには Kain-Fritsch
の積雲パラメタリゼーション (Kain and Fritsch 1990)を用いた．実験の初期値・境界値は気象庁





2005年 8月 8日は図 2の地上天気図で示すように近畿地方周辺に目立った擾乱はみられず太
平洋高気圧に覆われる環境であった．図 3に 2005年 8月 8日の京都地方気象台における日照時
間と降水量の時系列図を示す．高気圧に覆われていることを裏付けるように，0700 JST～1400
JSTまでは各時間とも 0.9～1.0時間の日照があり晴天が続いていた．一方，1500 JSTには 0.3
時間，1600 JSTには 0.1時間に減少し，1600 JSTまでの 1時間には 31.5mmの降水を観測した．
京都地方気象台周辺のアメダス観測点（花背峠・長岡京・京田辺）では同時刻に降水は観測さ
れていないことからこの降水は局地的な降水であった．
図 4は 2005年 8月 8日 1500 JSTの可降水量の分布を示し，標準実験（琵琶湖あり）の実験結
果から感度実験（琵琶湖なし）の実験結果を差し引いた結果である．図 4 (a)から 1500 JSTに
は琵琶湖の南西に周囲より可降水量の大きな領域（差が 1.5mm以上の領域）が存在している．
図 4 (b)の 1530 JSTには 1500 JSTに比べて西へ広がり京都盆地にも可降水量の大きな領域が見
られ，図 4 (c)の 1600 JSTには京都盆地の北へ可降水量の大きな領域が存在している．この可
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図 2 地上天気図（2005年 8月 8日 1500 JST）Lは低気圧，Hは高気圧を示す






図 5に 2005年 8月 8日 1500～1600 JSTの 30分ごとの地上付近の比湿と風向風速の時間変化
を示す．図 5も図 4と同様に標準実験（琵琶湖あり）の実験結果から感度実験（琵琶湖なし）の
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図 4 標準実験（琵琶湖あり）の実験結果から感度実験（琵琶湖なし）の実験結果を差し引いた可降水量の
分布
実験結果を差し引いた結果である．図 5 (a)の 1500 JSTには琵琶湖南西部に 2 g/kg以上の水蒸
気量の多い領域が存在するとともに，約 5m/sの大きさをもった南西向きのベクトルが見られ















在することが明確にされてきた．図 6 (a)～(f)は北緯 35度における風の東西成分の経度高度断
面を示す．図 6 (a)～(c)は標準実験，(d)～(f)は感度実験の結果である．図 6 (a)の 1500 JSTから
図 6 (c)の 1600 JSTまでの時間変化を見ると京都盆地の東側に東風成分の領域（値が負の領域）
が存在し時間とともに京都盆地の方へ移動してくる様子が見られる．一方，図 6 (d)～(f)では京
都盆地へ吹き込むような東風成分は見られず 1500～1600 JSTを通して西風成分のみが卓越して
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蒸気量の大きな領域（差が 3 g/kg）が琵琶湖方面から移流してくることが 2005年 8月 8日に京
都地方気象台で 1時間に 30mm以上の強雨をもたらした原因の 1つとして考えられる．
なお，今後に残された課題は次の通りである．
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Relation between the Heavy Rainfall in Kyoto City and the Lake




On 8 August 2005, local heavy rainfall was observed at Kyoto Meteorological Observatory. The
rainfall intensity was 31.5mm per hour. On the other hand, the heavy rainfall was not observed around
the nearby observation sites. Therefore, it was a local heavy rainfall system. Based on the surface weather
map, the Pacific high covered around Kyoto region. From 0700 to 1400 JST, the sunshine duration was
enough to the Kyoto Meteorological Observatory. We investigate a relation between the heavy rainfall
and lake breeze system using a regional numerical model (MM5). One of the results is that, if Lake Biwa
did not exist, the lake breeze was not dominated to Kyoto city and the water vapor content was decrease.
The other result is that, if Lake Biwa existed, the lake breeze was dominated to Kyoto city and the water
vapor content was increase. We consider that the heavy rainfall has relation with the lake breeze.
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